道徳授業地区公開講座　 　　　　１年　１組
＊本日の授業の流れ＊
	主題名
	ともだちと　いっしょ
（教材名：なかよし
[日本文教出版「しょうがくどうとく　いきるちから」より]）
　　　　B―（10）友情、信頼

	ねらい
	友達と一緒にいる喜び、共に過ごす喜びに気づき、友達と仲よくし、助け合おうとする態度を育てる。

	

	
	○学習活動、主な発問
	◇指導上の留意点　

	導入
	〇友達と一緒に、どのようなことをしているのかを思い出す。
どんなときに、「ともだちって　いいな。」と
おもうかを　つたえあおう。

	◇本時では、友達について学ぶことを明確にする。

	展開
	〇教材「なかよし」を読んで、話し合う。
転んだ時に友達に声を掛けてもらって、どんな気持ちがしたでしょう。


時々けんかをしても、一緒に遊ぶのはどんな気持ちからでしょう。



一人で歌ったり、帰ったりする時と、友達と一緒に歌ったり帰ったりする時では、気持ちはどんなふうに違うでしょう。



　
「わたし」が、「ともだちっていいな」と思うのは、どうしてでしょう。



	◇状況が理解できるように、場面絵を黒板に貼る。
◇どんな言葉を掛けているのかを思い浮かべる。もし、友達からその言葉を言われたら、自分はどんな気持ちになるかを尋ねる。
◇けんかがあっても、また友達と遊びたくなる気持ちがあることを共有する。
◇一人の時と、友達と一緒の時を比べ、友達がいるからこそできることに着目できるようにする。
◇場面絵を振り返りながら、友達がいることのよさに、気付くことができるようにする。

	
	○自分の生活を見つめる。
	◇どんな時に、「友達っていいな」と思ったのかを振り返り、自分の生活を見つめる。

	終末
	〇今日の学習を思い出しながら、みんなで「幸せなら手をたたこう」を歌う。
	◇友達と一緒に歌うことで、今、自分のすぐそばに一緒にいる「ともだち」を感じ取ることができるようにする。


＊道徳授業のことをご家庭で＊今回は、友達と一緒に過ごす楽しさや喜びに着目しました。保護者の皆様の、友達にまつわる楽しい経験を、ぜひお子さんに聞かせてあげてください。


